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2026（令和 8）年度第 1 回（通算第 40 回）評議員会（臨時）議事録

一般財団法人国際法学会

１．日 時：2026 年 4 月 12 日（日） 10 時 00 分～10 時 53 分

２．場 所：主たる事務所（Zoom によるオンライン会議）

３．出席評議員：（評議員会議長）古谷修一、（評議員会副議長）織田有基子、（評議員）大

島美穂、長有紀枝、小畑郁、川村明、黒神直純、河野俊行、齋木尚子、篠

原初枝、高杉直、立松美也子、中谷和弘、中村和彦

以上 14 名、Zoom により参加

出席理事：（代表理事）濵本正太郎、（事務局長）萬歳寛之

以上 2 名、Zoom により参加

出席監事：なし

陪席：（会計部長）北澤安紀、（事務局幹事）坂巻静佳、（事務補佐）種村佑介、平野実

晴

以上 4 名、Zoom により参加

４．議事の内容

１）報告事項

1 2026 年度事業計画に関する件

2 2026 年度予算に関する件

3 その他

(1) 国際法学会の持続可能な発展に関する提言とアンケートの実施

２）議決事項

第 1 号議案 第 8 期理事の選任に関する件

第 2 号議案 その他

５．議事要旨

 議長には、評議員会会長である古谷修一が選ばれた。

 開催に先立ち、定款 22 条 1 項に基づき定足数が確認され、議決に加わることのできない

議長を除く 13 名の評議員が参加していることから、議決に加わることのできる評議員 14
名の過半数（8 名以上）が出席していることが確認された。続けて、2025 年度（令和 7）第

1 回（通算第 39 回）評議員会（定時）の確定済みの議事録が閲覧に供された。出席者数と

議事録の確認の後、古谷評議員会会長により、本日の評議員会は、Zoom を利用して行う旨

を述べ、出席者が一堂に会するのと同等に適時・的確な意見表明が互いにできる状態となっ

ていることを確認の後、評議員会の開会が宣言された。
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 議事次第から議題の順序が変更され、議決事項の第 1 号議案が報告事項に先立って審議、

議決された。

１）報告事項

1 2026 年度事業計画に関する件

萬歳事務局長より、資料に基づき、2025 年度第 5 回（通算第 76 回）理事会で決定され

た 2026 年度事業計画について報告がなされた。

2 2026 年度予算に関する件

 北澤会計部長より、資料に基づき、2025 年度第 5 回（通算第 76 回）理事会で決定され

た 2026 年度予算について報告がなされた。

3 その他

 萬歳事務局長より、資料に基づき、国際法学会の持続可能な発展委員会（SDWG）の答申

が完成したことと、および現在会員に対してアンケートを実施していることについて報告

がなされた。評議員から、他学会の事例として学会発表を英語としたところ留学生の参加が

増えたが長期に会員になることが少なく業務負担が偏った例の共有、多様性を取り込んで

いくことが重要であるが同時にこれに伴う業務負担も考慮すべきこと、答申を踏まえた対

策には予算と人員を割く必要があり注意深く進める必要があること、予算支出との関係で

公益目的支出計画の完了年度を踏まえるべきこと、一般財団法人としての公益目的を再度

明確化すべきこと、などの意見が共有された。また、複数の評議員から、評議員会としても

答申で示された課題への対応に責任を持ち、理事会と連携しつつ、積極的に関与していくこ

とを確認する発言があった。

２）議決事項

第 1 号議案 第 8 期理事の選任に関する件

古谷評議員会議長より、定款 31 条 1 項により、現在の理事は 2026 年 6 月に開催される

予定の定時評議員会の終結と同時に任期満了し退任することとなるため、その改選の必要

がある旨が述べられた。続いて、慣例に従い、理事の選任については評議員会議長が提案し、

評議員会で審議される手順で審議することについて確認された。

古谷評議員会議長より、人数については、定款 27 条に基づき、第 7 期の総数を維持して

19 名とすること、人選に際しては、第一に、理事選任規程 6 条に基づき、2025 年 7 月 29
日から 9 月 30 日まで実施された会員への意見聴取の結果に妥当な考慮を払うこと、第二

に、同 2 条に基づき、事業の継続性が必要であることに鑑み、改選前の理事のうち少なくと

も半数を再選すること、第三に、同 5 条に基づき、国際法、国際私法、国際政治・外交史の

3 つの専門分野のバランスに妥当な考慮を払うこと、第 4 に、定款 28 条 6 項に基づき、他
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の国際法関連学会の理事等にある者の合計数が理事総数の 3 分の 1 を超えないこと、を考

慮事項とすることが確認された。続いて、新しい理事候補者の原案が下記の通り示された。

審議の結果、22 条 1 項および 2 項に基づき、議決に加わることのできない議長を除くす

べての評議員（13 名）の賛成により、原案通り議決された。

【議決事項】

定款 28 条 1 項に基づき、次の者を一般財団法人国際法学会第 8 期理事として 2026 年

6 月開催予定の定時評議員会の終結をもって選任する。

阿部 達也  青山学院大学教授

新井  京  同志社大学教授

伊藤 一頼  東京大学教授

岩月 直樹  立教大学教授

岡田 陽平  京都大学教授

小坂田裕子  中央大学教授

越智  萌  立命館大学准教授

北澤 安紀  慶応義塾大学教授

下谷内奈緒  津田塾大学准教授

竹村 仁美  一橋大学教授

玉田  大  京都大学教授

西村  弓  東京大学教授

長谷部 潤  外務省国際法局国際法課長

萬歳 寛之  早稲田大学教授

前田 直子  名古屋大学教授

水島 朋則  名古屋大学教授

森  肇志  東京大学教授

湯川  拓  東京大学教授

横溝  大  名古屋大学教授

以上 19 名

第 2 号議案 その他

 特になし。

以上


